
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１1 年 

１１月１４日（月） 
ＮＯ．２７ 
あ いぶ らんど 運 動 

推 進 委 員 会 発 行 

 

Ｗａ！わぁ祭り開催！斑点米は何粒だったでしょうか？ 

１０月３０日（日）卸町サンフェス

タにおきまして Wa!わぁ祭りが開催さ

れました。あいぶらんどコーナーでは、 

「斑点米を数えよう！」と 1 升（１．

５キロ）の新米に何粒の斑点米が入っ

ていたかを多くの来場者の方に関心を

持って頂き２６０票あまりの投票が集

まりました。 

 お祭りも盛り上がりを見せた午後、

いよいよ「斑点米を数えるぞ！」ステ

ージが始まりました。斑点米選隊かぞ

えんだーに扮したレッド、イエロー、

ブルー、ピンク、グリーンのバッチを

付けた子供達とカメムシに変身したス

タッフと協力して斑点米をピックアッ

プしていきます。ステージ前には、こ

ども達が集まり、親子で見守られる中、 

生産者の大郷みどり会の西塚さんへイ

ンタビューすることも出来、ネオニコ

チノイド系農薬を使用しない生産者さ

んの努力や、斑点米があるお米（カメ

ムシが住める居心地の良い田んぼなん

だという証が伝わったと思います。 

さて、１升のお米の中に斑点米は何

粒だったのでしょう？       

答えは・・・・・ 

４０５粒でした。残念ながらピタリ賞は

ありませんでしたが、ニアピン賞に当選

した 5 名の皆さん、おめでとうございま

した。あいぶらんどの新米が贈呈されま

した。 

 また、あいぶらんどコーナーにおきま

しては、皆様から頂いたサバイバルご飯

募集内容を展示させて頂き、その中身を

データとして展示させて頂きました。ま

た、反射式ストーブや卓上コンロを使っ

ての料理が多かったので、３・１１当初

のサバ飯を展示させて頂きました。震災

の記憶を記録させて頂き、いざという時

のあいごはんの備えになるようなデー

タが集まりましたこと感謝致します。 

２０１１Ｗａ！わぁ祭りが、あいコープ

これからの一歩になるための元気な力

となったと思いました。 

あいぶらんど運動推進委員会 

担当理事   高橋 千佳 

 

職員コラム 「私とあいぶらんど」  事業部 供給課 中川啓介 

「これ、地鶏だよね・・・」。本気でそう思ったのです。その日うちの妻が作った一品は

非常にシンプルで鶏肉に塩、胡椒をしてオーブンで焼くという、ただそれだけのものでし

た。程よく引き締まった身と自然な脂のうまさ、パリッと焼きあがった皮。そこいらの鶏

肉にはこの美味しさは出せません。 

 また、自宅で豚しゃぶをした日の事です。あいコープの肉だけでは量が足りなさそうだ

ったので市販のお肉も買ってきました。食べ比べてびっくり！脂と身の味がぜんぜん違う

じゃないですか。美味いあいぶらんど！本当に・・・。 

 鶏の話も豚の話もいずれシンプルな調理法ですよね。 

シンプルな料理こそ素材の良さが大事だと実感しています。 

あいぶらんど商品の美味しさはすでに私の生活の一部ですね。 

 

 

 

「斑点米数えるぞ！」 

1 升（１．５キロ）で 

４０５粒でした！！ 

 
 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

        「売るため」の               

キャッチフレーズ    

ではありません       
「あいぶらんど」であることのポイントは産地・品質・利用の 3 つ ですね。 

これらの言葉は、どんな小売業界でも売るためのキャッチフレーズにしています。 

しかし、私たちにとってのこの 3 つの言葉は、「売るため」のキャッチフレーズでは

ありません。本物を求める運動のこだわりです。 

では、他のキャッチフレーズとの違いはどこにあるのか、比べて考えてください。 

たとえば『産地』  「顔が見える関係」と言いますが、それはどんなことですか？生

産者のパスちゃんは、お顔が丸い、かわいい、蔵王に住んでる。それらのことが、顔

写真と共に商品に添えてあれば、それでいいのですか？ 

大切なのは、生産者にすぐに会えて、話が出来て、現場を見ることが出来て、互いの

話し合いが出来るということ。そして、そのツールを使って、自分たちの望みを伝え、

生産者からは、生産現場を学び、そして話し合いで互いが望む商品を作り上げていく

関係、それが、私たちの顔の見える関係です。 

 
「有機」に「無農薬」で、文句なし！ですか？ 
つぎに『品質』 「有機にこだわる」ことが世の中でのステイタスになってきました。

そして、「無農薬」とくれば、文句なし！ですか？私たちが有機にこだわるのは、自

分たちの健康を守るためだけに望んでいるのではありません。有機農業は、土地を守

り、そして、環境を守り、地球全体を守ることになるのです。そうなると、いくら有

機で無農薬だからと、遠い産地から運んできたのでは、輸送のために使うエネルギー

のことを考えれば、意味がありません。また、どんなに良い商品を作っても、合成洗

剤を使用していては、環境を守ることはできません。 

今は、放射能がどれだけ人体に悪影響を及ぼすのかはっきり分からないから、私たち

は、出来る限りのことをしようと放射線量を測って商品を供給しています。同じよう

に、今まで通り、化学物質や不必要な化学調味料が人や多様な生物に、どれだけ悪さ

をするかを忘れてはいけません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お財布にエコ」とは、どんな意味？ 

そして「利用」 左記の二つを実現するとき、不可欠なのは運営組織です。それは

有名どころのスーパーだったり、大きな会社組織だったりと形はいろいろですが、私

たちの組織は『生活協同組合』です。私たち組合員が出資をして運営している組織で

す。だから、望みをかなえることが出来るのです。 

しかも、生産者の生活を守りながら。もし、ここに、この視点が欠けていたら、どこ

かで誰かが泣いていることになるのです。 

震災後、それまでよりもっと“エコ”の言葉が言われるようになりました。この言葉

は自然環境保護運動が発端で世の中に出てきました。そこで、最近聞かれる「お財布

にエコ」とは、どんな意味なのでしょうか。生協の基本である「一人は万人の為に、

万人は一人の為に」を考えれば、「子育ても終わったし、私はもう食べるものは何で

もいいの」ではありません。生産者の皆さんが、私たちの望みに応えて、いろいろ手

を尽くしてくれたものは数が出なければ実現しない価格のものが殆どなのです。 

 

今年も秋のフォーラムの季節となりました 

今年のテーマは「秋のぶんぶんフォーラム  

新米であいごはん！ 

～楽しく笑って、食べて、 

おしゃべりして、免疫力ＵＰ～」です。 

当日会場準備の資料は以下の通りです 

・ネオニコチノイド系農薬について（カメムシ被害、ネオニコ該当商品名他） 

・あいコープの産直米の放射線量検査の流れ、及び、イネにおける放射性物質の移行系数について

（「Clean Peace Letter」より） 

・詳しく解説あいぶらんどのお米・同中身（「あいぶらんど通信」より） 

・ＴＰＰの冊子       

・脱原発社会へ向けて（子供たちのために脱原発を進める委員会） 

・放射能自主測定活動・残留放射能の測定結果（あいコープみやぎ）  他 

全体チラシでは11月11日に参加希望〆切となっていますが、地区によっては〆切が延びて

いる場合があります。詳しくはセンター及び配送職員にお尋ねください。 

詳しく解説 

あいぶらんど 

の 

中身 

 
 

 

 

        

 

 

 

 

   

   

  

   

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんな！ 

待ってるから

ねー！ 

 




